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l．はじめに   

近年、「食品の安全性問題」が我々の身辺を脅かすものとしてクローズアップされて  

きた。食品という財の流れは、原材料生産、加工、流通、販売など多くの業者の手を  

経て消費者にわたる典型的なサプライチェーン（SC）である。従来のサプライチェー  

ン。マネジメント（SCM）は、quantity・Orientedであったのに対し、冒頭のような安全  

性問題に対してはqualityの観点にも配慮しなければならなくなってきている。こう  

したマネジメントをするためには、SC に関わる事業者が相携えて、最新の情報技術  

（IT）を援用しなければならない。しかし、SCという組織にITを導入するためには、  

導入パラダイムが必要である。   

一方、急速かつ多角的に発達する情報技術（IT）を組織へ取りこむパラダイムとして  

「組織知能」が提唱されている（例えば松田（1991））。そこで本稿は、SCM を事例と  

して、「組織知能」の観点から、「経営情報システム」を見直そうとするものである。  

2．「組ぬ知能」の経営棺報システム的解釈   

組織の経営は、資本。労働。技術などの資源を組み合わせて産出される付加価値を  

最大化することにある。そのために組織は「組織知能」を発揮しようとするので、そ  

の生産関数を「組織知能」と解釈することができる（図1）。  
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図1．「組拭知能」’の生産関数的解釈【3】  

また、「組織知能」は、組織が総体として持つ問題処理能力であり、人間知能と機械  

知能の交絡集積するものとされている。これをわれわれの「経営情報システム」コン  

セプトに照らしてみると、SC はビジネスプロセスの連鎖であり、それぞれのプロセ  

スの付加価値を最大化することになる（図2）。  
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図2．「組織知能」の経営情報システム的解釈  

3．サプライチェーンにおけるIT導入パラダイム   

SCMを実現するITとして、従来SCPソフトとERPパッケージを使用することが  

行われてきた。しかしこれらは、quantity－Orientedなもので、食品の安全性のような  

qualityに関するマネジメントを前提としたものではない。SCの各プロセスが消費者  

に諒明責任を果たすためには、それぞれのプロセスにおけるトレーサビリティを必要  

とし、その中核としてRFID技術が注目されている。このような新しいITをSCとい  

う組織に取り入れるには、プロセス間に成果の配分と責任分担の合意が必要である。  

このため、IT導入パラダイムとしての「組織知能」が一層重要視されねばならない。  

4．おわりに   

「組織知能」パラダイムでは、有用なコンセプトが多く提唱されているが、上記の  

事例では、S3コンセプトが改めて想起される。これは相異融合（Syncretism）、相利共  

生（Symbiosis）、相乗協働（Synergy）の相乗（SXSXS）統合である。S3は、SCにおいて  

各プロセスが総体として成果を挙げるために不可欠のコンセプトである。  
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